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お
知
ら
せ
と
お
願
い

一
、
本
号
は
一
三
〇
・
一
三
一
合
併
号
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
原
因
は

投
稿
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。
今
後
も
本
誌
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に
は
ふ
る
っ
て
ご

投
稿
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
一
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史
学
・
地
理
学
会
の
総
会
に
お

い
て
、
編
集
委
員
会
が
提
案
し
た
新
た
な
投
稿
規
定
、
執
筆
要
領
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
本
誌
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

三
、
本
誌
の
原
稿
締
切
日
は
三
月
末
日
及
び
九
月
末
日
、
刊
行
日
は
七

月
末
日
及
び
一
月
末
日
で
す
。
次
号
（
第
一
三
二
号
）
の
原
稿
締
切

日
は
二
〇
二
〇
年
三
月
末
日
、
刊
行
日
は
二
〇
二
〇
年
七
月
末
日
と

な
り
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

四
、
本
誌
に
「
会
員
の
発
表
論
文
目
録
」
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
の
発
表
論
文
等
を
当
会
宛
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
次
号

（
第
一
三
二
号
）
で
は
二
〇
一
九
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
二
〇
年
三
月

ま
で
に
発
表
さ
れ
た
論
文
等
が
掲
載
対
象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
お

知
ら
せ
い
た
だ
く
際
に
は
、
実
際
の
掲
載
例
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
書
誌
情
報
に
遺
漏
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。shichi

@
cm
.kansaiu.ac.jp

宛
に
電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

五
、
今
後
会
員
の
博
士
論
文
題
目
を
随
時
掲
載
い
た
し
ま
す
。
今
年
度

以
降
博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
方
は
、
氏
名
・
博
士
論
文
題
目
・
博
士

号
取
得
機
関
・
取
得
年
月
日
をshichi@

cm
.kansai−u.ac.jp

宛
に

電
子
メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

本
号
編
集
委
員

（
※
編
集
責
任
者
）

小
倉

宗

池
尻

陽
子

森
本

慶
太

※
土
屋

純

貫
田

瑛

岡
部
美
沙
子

乾

友
貴

齋
藤

鮎
子

編
集
後
記

平
成
は
令
和
へ
と
改
元
さ
れ
、
二
〇
一
九
年
五
月
か
ら
新
時
代
の
幕
が
開
け
ま

し
た
。
十
月
の
台
風
十
九
号
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
心
よ
り
お
悔
や
み
と

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

『
史
泉
』
一
三
〇
・
一
三
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は
史
学
分
野
か
ら

論
文
三
編
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
上
井
久
義
先
生
の
追
悼
文
、
二

〇
一
八
年
度
史
学
・
地
理
学
関
係
優
秀
卒
業
論
文
要
旨
、
二
〇
一
九
年
度
史
学
・

地
理
学
関
係
卒
業
論
文
題
目
、
二
〇
一
八
年
度
博
士
論
文
題
目
、
会
員
の
発
表
論

文
目
録
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

『
史
泉
』
は
現
在
、
会
員
数
の
減
少
、
そ
れ
に
と
も
な
う
会
費
収
入
の
減
少
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
会
員
み
な
さ
ま
の
ご
支

援
を
受
け
な
が
ら
、
諸
問
題
の
解
決
に
努
め
、
更
な
る
『
史
泉
』
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

『
史
泉
』
編
集
部
で
は
、
皆
様
の
研
究
成
果
の
ご
寄
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
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